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文化祭 ご来校ありがとうございました
文化祭が行われた１１月１日（土）は、あいにくの雨にもかかわらず、来賓並び

に保護者の方々等１６４名と大勢ご来校をいただきありがとうございました。合唱

コンクールをはじめとし、ブラスバンド部、人権作文、英語弁論、３・４組の太鼓

とダンス発表、２・３年生総合的な学習の時間の学習発表（龍勢の口上・貴布禰神

社神楽）がありました。また、体育館内には、国語の読書感想文、科学振興展、社

会科展や創意くふう展の作品、美術の絵画、技術家庭科の作品など生徒の力作を鑑

賞いただきました。文化祭実行委員の皆さんが力を合わせて行った文化祭が大成功

に終わりました。各クラスの歌声も聞いている人に感動を与えたことと思います。

合唱コンクール 結果

賞 曲 名 学 級 指揮者 伴奏者

最優秀賞 ヒカリ ３年２・４組 福田 英樹 串田 茜

優秀賞 あなたへ ３年１・３組 新井 隆士 富田 采花

優秀賞 命あるかぎり ２年１組 黒澤あゆみ 川井里緒菜

※最優秀賞クラスは秩父地区小中音楽会に出場します ( 日･秩父ミューズパーク)。 12

◇バザー収益金は、５６，４１０円でした。ご協力ありがとうございました。

生徒の活躍
○郷土を描く児童生徒美術展

入選 小林愛実（３年 ・嶌嵜有紀(３年)・吉田 佑(３年)）

○税の標語コンクール 秩父地区教育委員会連合会教育長部会長賞

「小さな税 それも未来で 大活躍」 玉城桃香（３年）

○節電標語コンクール

優秀賞 ・ 居間に来て 一家団らん エコ家族」 引間真広（１年）「

・ 節電は 未来をすくう お手伝い」 橋本祐花(３年)「

○埼玉県「歯・口の健康啓発標語コンクール」

入賞 ・ 咲かそうよ 笑顔の花を 白い歯で」 山口叶夢(１年)「

吉田中学校校歌

秩父の峯に おはようと 教えの庭の 窓ひらく

僕らは学ぶ 僕らは学ぶ ああ 吉田中学

やがては巣立つ この窓が 僕らの心のふるさとになる

吉田中学校校歌

秩父の峯に おはようと 教えの庭の 窓ひらく

僕らは学ぶ 僕らは学ぶ ああ 吉田中学

やがては巣立つ この窓が 僕らの心のふるさとになる

学習に集中
「メールするなよ！！俺、集中して勉強しているのに」とか「今日はメールが来

たけど、いつもと違って返さなかった」など生徒の会話を聞きます。いつでもどこ

でも友人とつながっていたいという感覚は、子どもたちだけでなく現代の大人にも

現れている現象なのかもしれません。

子どもたちは、今、期末テストに集中しているのです。特に、三年生は進路決定

に向け、大切な時期を迎えています。この時期に、相手の状態も考えず、一方的に

メールを行って通信をしている姿は、感心しません。勉強したかと思うと、メール

のやりとりをしたり、寝た後でもメールで起こされたり、子どもたちの生活は大人

の知らないところで乱れている場合があるのです。学習どころではない生徒もいる

ようです。このような場合は、生徒にとって携帯電話は無用です。親として考えて

いかなければなりませんね。

お互いが相手を思いやって、学習に集中させてあげる心遣いがほしいものです。

あなた自身どうですか。自分の学習は、今、どうなっていますか。学習に集中す

ることです。

人間関係改善心得５ヶ条１１月は、いじめ撲滅強化月間です・
①悪口、ちょっかい、からかいなど、人のいやがる行為に対して断固許さな

い態度をとること。

②真面目にやっている人を排斥するような行動・態度に対して周りも許さな

い態度をとること。また、周りを気にして良いこともできない社会では、

正義が貫かれない。正しい態度を誰もが正々堂々と認めてあげられるよう

な仲間づくりをしよう。

③陰で言ったから問題がないとか、見て見ぬ振りをするとか、言葉だけは、

いじめにならないなどの安易な考えを完全に無くしていくこと。

④自分の価値観だけで他人を見ないで、他人の事情も考慮して見ていくこと

も考えること。人によって違う感じ方があることを知ること。

⑤目で訴えたり、態度で示したりすることも、相手が敏感に感じとったり圧

力になったりすることを理解しておくこと。

◇ いじめやいじめの発端が他人への悪口・いやがらせなどの関わりから始ま

り、そのものがいじめや暴力に発展していくと心得よ。

いじめられる側に原因があれば、いじめてよいと言うことは絶対にない。

◇ 三者面談 お世話になります
１１月１３日から、全学年三者面談になります。担任からの計画に

従って、ご多用の中、短時間ですがよろしくお願いいたします。


